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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜本日の入院＞

後藤　昭雄様
現在、三沢市にて妻・子(7歳男子・4歳男子)と4人で暮らしている。> 航空自衛隊三沢基地にて自衛官として勤務(ミサイル等武器の整理業務)。H24.3.23他部署へ異動(以前働いていた部署)。異動後より、「以前と内容が変わっていて覚えられない」「業務内容が飲み込めない」「ついていけない」等と感じるようになり、抑うつ感が出現。その後も上記症状が持続していたが、睡眠や食事摂取等に影響はなかった。H24.5.26職場の飲み会で同僚に30分近く絡まれ、仕事がうまく出来ていないことや、家庭事情(現在の妻が3番目の妻であること)等に対してからかわれ、抑うつ感が増悪。同日より睡眠が悪化し、腹痛等の症状が出現していたことから、職場である航空自衛隊三沢基地内にある自衛隊三沢病院[内科]を受診。精神科への受診を勧められ、同日、同院[精神科]へ転科。同院にて神経症と診断され、睡眠薬を処方されていた。薬物療法により、徐々に睡眠が改善されていたが、その後も抑うつ感等の症状は持続していた。

H24年6月中旬より上記症状が増悪して、意欲の低下、不眠、希死念慮が出現。同時期に、自宅の浴室で首をつろうとしたことがあったが、思いとどまって止めたことがあった。職場の上司に勧められ、H24.6.26自衛隊三沢病院[精神科]を受診。その後、翌7月6日に同院を受診(診察医:中野Dr)。

抑うつ感、希死念慮、不眠等の症状が著しく、罪業感を強く感じており、 自宅での生活が困難な状態であった。診察医より入院を勧められ、本日東Aユニットへ任意入院となっている。
○食事○

昼から常食
○検査○

日時指定なし。

近日中

・心電図　　　　・BX-ｐ
・脳波　　　　　・尿検

・頭部CT　　　　・MRSA

・血検
○服薬○

☆今日昼のみの服薬

サインバルタ（20）２CAP　　1*昼
☆本日昼から服薬開始（7/7昼～9日朝まで）

> ①サインバルタ（20）２CAP　1*朝

> ②セパゾン（2）３T 　　3*1

> ③ロンフルマン（0.25）１T

> 　フルニトラゼパム（1）　２T　1*vds/２日分
＜新患情報＞

橋本　ひかる様

23歳。神経症。

H24.4月に八戸工業大学を卒業。むつ小川原原燃興産に就職。5月頃から眼痛・胃痛が出現。三沢市立三沢病院にて胃カメラ検査実施。十二指腸潰瘍と診断。以後、通院継続していたが状態改善されず。その後も身体不快感の訴えあり。青森県中央病院にて頚肩腕症候群と診断されたが症状は改善されず当院受診。CMI領域Ⅳ、Y-G、AE型。抗うつ薬14日分処方となっている。

